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【手続補正書】
【提出日】平成21年6月3日(2009.6.3)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　経口または経腸投与した生理活性タンパク質を腸管内から血中に移行させる医薬組成物
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であって、成分として生理活性タンパク質および両親媒性ペプチドを含有することを特徴
とする医薬組成物。
【請求項２】
　生理活性タンパク質と両親媒性ペプチドが共有結合で連結されていないことを特徴とす
る、請求項１記載の医薬組成物。
【請求項３】
　両親媒性ペプチドが、Ｌｅｕ－Ｌｅｕ－Ｉｌｅ－Ｉｌｅ－Ｌｅｕ－Ａｒｇ－Ａｒｇ－Ａ
ｒｇ－Ｉｌｅ－Ａｒｇ－Ｌｙｓ－Ｇｌｎ－Ａｌａ－Ｈｉｓ－Ａｌａ－Ｈｉｓ－Ｓｅｒ－Ｌ
ｙｓのアミノ酸配列を有する、請求項１または２に記載の医薬組成物。
【請求項４】
　両親媒性ペプチドが、Ｌｅｕ－Ｌｅｕ－Ｉｌｅ－Ｉｌｅ－Ｌｅｕ－Ａｒｇ－Ａｒｇ－Ａ
ｒｇ－Ｉｌｅ－Ａｒｇ－Ｌｙｓ－Ｇｌｎ－Ａｌａ－Ｈｉｓ－Ａｌａ－Ｈｉｓ－Ｓｅｒ－Ｌ
ｙｓのアミノ酸配列において１もしくは２個のアミノ酸が欠失、置換または付加された配
列からなり、かつ生理活性タンパク質を腸管内から血中に移行させるペプチドである、請
求項１または２に記載の医薬組成物。
【請求項５】
　生理活性タンパク質が、インスリンである請求項１～７のいずれかに記載の医薬組成物
。
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